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5.広告運⽤機能(応⽤編)



改善カード(追加・除外・検索クエリチェック)

各キャンペーン単位で改善カードの提案内容が表⽰されます。

各キャンペーン毎に改善提案内容が表⽰されます。
デフォルト表⽰は、表⽰件数10件・直近1週間の提案内容になっておりますが、

期間の選択・表⽰件数の選択はプルダウンで選択可能です。



改善カード(追加・除外・検索クエリチェック)

提案内容は、検索クエリから共通するフレーズ(最⻑部分)を抽出し、
フレーズ毎に実績を集計して提案内容を作成しています。

データ構成としては、3つのカラムで構成されております。
1.提案内容のフレーズ、

2.フレーズを抽出したオリジナルのデータ(クエリ・キーワード)、
3.フレーズで集計した合計実績



改善カード(追加・除外・検索クエリチェック)
スコアは、提案内容の重要度を⽰します。

算出ロジックは、該当アカウント・キャンペーンの平均実績から算出。

各キャンペーン毎に参考情報として、平均実績をご確認いただけます。



改善カード(追加・除外・検索クエリチェック)
設定内容(アクション・ワード・マッチタイプ)を編集します

設定しない場合、「設定しない」を選択します。

提案内容をもとに設定する内容を任意で編集可能です。
また提案内容は、現在の設定内容と付け合わせを⾏い、設定されていないものが選定されています。



改善カード(追加・除外・検索クエリチェック)
追加の際は、追加先の広告グループを指定。
除外はキャンペーン単位で設定いたします。

追加は、広告グループを指定。除外はキャンペーン単位での設定となります。
※ 追加の改善カードでは、該当クエリが発⽣している広告グループがデフォルト表⽰になっています



改善カード(追加・除外・検索クエリチェック)
最後に⼊稿⽅法を選択します。Shirofune⼊稿はAPIで⼊稿、
CSV⼊稿は⼊稿⽤CSVを出⼒し、媒体に⼿動⼊稿いただきます。

追加の際、外部計測ツールのパラメーター発⾏やアドカスタマイザーの設定などが必要な場合、
CSVを利⽤して⼊稿を選択いただきます。

※設定されているアドカスタマイザーの登録⽤フィードもセットで出⼒されます (β版)



改善カード(追加・除外・検索クエリチェック)
確定して完了するを選択後、設定内容の⼀覧が表⽰され、

確定させると⼊稿処理が開始されます。

⼊稿処理は、平均5~10分程度で完了します。
完了後、完了通知としてメールが届きます。



改善カード(コンフリクトチェック)
コンフリクトが発⽣している”クエリ”、またその”場所”を表⽰。
今後コンフリクトが発⽣しないように、除外する対象を選定。

コンフリクト対策のため、コンフリクトが発⽣しているクエリ、そのトータル実績、
また発⽣している場所（キャンペーン・広告グループ・キーワード）を表⽰。



改善カード(コンフリクトチェック)
スコアは、キーワードとクエリの⽂字の類似度をスコア化。

除外する対象にチェックを⼊れる。

意図したキーワードでのみクエリが反応するように、
設定したキーワードと⽂字の類似度をスコア化し、類似度が⾼いもの以外に除外を⾏う。



改善カード(除外プレースメント)
効果（クリック率・獲得単価）が悪いプレースメントを提案。

キャンペーン毎に除外プレースメント候補をレコメンド。
アカウント・キャンペーンの平均実績をもとに、効果が悪い（クリック率・獲得単価）サイトを候補として抽出


